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₁　はじめに
子どもにとって、確かな学びのある授業をつくるこ
とは教壇に立つ者が兼ね備えるべき重要な資質能力の
一つである。学校現場においても、望ましい授業の在
り方についての研究が日々なされている。教壇を降り
るその日まで、質の高い授業を求めて学び続ける意志
と実践する力量を兼ね備えた教員を育てたい。
本学教職大学院に在籍するストレートマスターに
授業の基礎・基本を身に付けさせ、教師としての力量
を総合的に高めることは最優先課題の一つであると捉
えている。
本稿では、授業力向上コースのカリキュラム構成を
踏まえて2017年後期に取り組んだ「教育課程・指導支
援法開発論ｂ」（ストレートマスター対象）に焦点を
当て、一連の取組を述べる。授業プランと教材選定、
取組の実際、さらに、受講者であるストレートマスター
が如何なる気付きを持ち、どのように考え方を変容さ
せたかを分析し、今後、授業力向上に関してどのよう
な提案が必要であるかを考察する。
要　旨
教職大学院で学ぶストレートマスターの力量を形成するためにどのような講義・演習を展開すべきか。本稿では、
授業力向上コース「教育課程・指導支援法開発論 b」の取組から、教材分析、道徳、総合的な学習の時間を扱った
授業展開について述べ、院生の学びを基に授業の在り方を考察する。学校現場で勤務していた筆者の実践を語るこ
と、校種や専攻の異なる院生が共通の土台で学べること、各自の振り返りを大切にすることに重きを置いて取り組
んだ結果、院生の授業づくりに対する新たな気付きを見取ることができた。
Key words：授業づくり、教材研究、道徳、総合的な学習の時間、振り返り
＊　教職大学院
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₂　本授業が目指すもの
〔授業プラン〕
前期授業では、教育実習「基礎実践研究Ⅰ」と関連
付けながら、各自の専攻に基づく授業作りの基礎・基
本について学ばせた。それを受け、筆者が主担当とな
る後期授業「教育課程・指導支援法開発論ｂ」では、
教科指導に加え、道徳、総合的な学習の時間について
も考える機会を設けることにした。受講者の校種や専
門教科が多様であるため、同じ土俵で議論し合える道
徳や総合的な学習の時間について学ばせることで、授
業力の深化を図りたいと考えた。また、これらの領域
は義務教育段階で指導する内容であり、教師としての
総合力を高めるために押さえておくべき必須の指導事
項でもあると捉えたからである。
各教科の特質はあれど、授業をつくるということ
は、教材を深く分析すること、分析した教材を魅力あ
るものとして提示すること、教材の本質に迫る問いを
組み込むことという共通項を持っていることに変わり
はない。授業づくりの基本となる教材研究の仕方や評
価規準、授業の見方等について考える内容を前半に組
み込み、授業の在り方を再考させる。それを踏まえ、
後半では道徳や総合的な学習の時間について学ぶ機会
を設定する。さらに、学修の集大成として模擬授業に
取り組ませ、一連の学びがどのように身に付いたかを
検証する全体計画を作成した。
全15回の授業プランは以下のとおりである。
［2017 教育課程・指導支援法開発論 b  授業プラン］
₁　オリエンテーション　（ 学びの振り返り／ 教師の一日 ）
₂　授業づくりの基本（1）～ 新学習指導要領が目指す学び～
₃　授業づくりの基本（2）～ 指導案づくりに求められる力 ～　
₄　授業づくりの基本（3）～ ねらいを達成するために ～　
₅　授業づくりの基本（4）～授業の見方／授業観察の仕方～
₆　授業づくりの基本（5）～学力調査結果を生かした授業改善～
₇　道徳の授業づくり（1）～ 教材開発 ／教科化に向けて ～ 
₈　道徳の授業づくり（2）～ 資料分析～ 
₉　総合的な学習の時間の授業づくり　～ 大切にしたいこと ～
10　実践的に学ぶ授業づくり（1）～ 指導案を作る ～
11　実践的に学ぶ授業づくり（2）～ 模擬授業・分析～　
12　実践的に学ぶ授業づくり（3）～ 模擬授業・分析　～
13　実践的に学ぶ授業づくり（4）～ 模擬授業・分析　～
14　学外授業　～ 総合的な学習の時間を学ぶ
 （広瀬小学校公開研究会に参加） ～
15　学修のまとめ
〔教材選定と開発〕
上述した授業プランを如何に実のあるものにして
いくかは使用する教材の内容に大きく左右される。全
体プランの作成と並行して各回で提供する教材を精査
し、どのように組み込むかについても検討を加えて
いった。
本授業で使用する教材のベースになるのは、筆者が
学校現場で実践したものである。それをストレートマ
スター用に再構成して提示することにした。次に、演
習の進め方の基本形を決め、それを繰り返すことで、
院生一人一人の考えを深化させることをねらった。具
体的には、「各自の考えを形成する」「それを交流する」
「毎時の終末に振り返りの時間を設定し、本時で学ん
だことをまとめさせる」という手順である。学びの共
有とつながりを目的として、本時で作成した成果物や
振り返りの記述は、次時で必ず紹介することにした。
これら一連の取組は、義務教育段階の多くの学校が取
り組んでいる授業展開にも通じるものである。教職大
学院での学びが、将来、教員になってからも生かせる
ことを意識し、実践的な学びが可能になるように全時
間を構成した。本稿では全15回の中から、「教材研究
に関すること」「道徳の授業づくり」「総合的な学習の
時間で大切にしたいこと」の₃つの取組について述べ、
院生の記録を基に結果を考察する。
₃  取組の実際と考察
（1）教材研究の力を付ける
〔授業づくりの基本（2）～指導案づくりに求められる力～〕
◆　本授業の意図
教え方や学ばせ方ばかりに傾倒し、教材の本質を問
うことのない授業では、子どもの真の学びは成立しない。
この授業では指導案を作成するに当たって、まず、
教材を分析することが不可欠であることを捉えさせ
る。教材研究のプロセスを理解させた後、実際の演習
で具体の教材を分析させることにした。
◆　授業の実際
【①教材研究のプロセスを考える】
野口（2010）が提唱している教材研究のプロセスを
踏まえ、教材を分析する過程を以下のように示した。
分析が十分に深まれば、指導案も洗練され、説得力の
ある授業計画が形成される。
【第₁段階】素材研究
例えば、国語科「読むこと」の力を付ける授業であ
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れば、作品を一人の読者として繰り返し丁寧に読み込
み、作品を味わう。そして、自分自身の発見や疑問、
問い等について自問する。また、読者としての感動や
驚きを体験することも大切である。文章を通して得た
心が揺さぶられる思いを子どもと共有することで、豊
かな語り合いや学び合いのある授業が生まれるのであ
る。従って「読むこと」の授業づくりでは、まず、自
分自身の読み取りをすることが不可欠である。この段
階を粗雑にしてしまうと教材の本質に迫る問いを導く
ことが難しくなる。本時では、まず素材研究の必要性
を捉えさせた。
【第₂段階】教材研究　
この段階にきて初めて子どもに教える立場に立ち、
「何を教えるか」を精査していく。
ここで大切なことは、本来到達させるべき水準であ
るねらいと子どもの現実を比較検討することである。
子どもの現実とは、教材理解に関わる生活経験・既習
事項・つまずき等の状況である。指導案で言えば「子
ども（児童生徒）の実態」に当たる。子どもの実態を
見極め、ねらいの妥当性を精査することがこの段階で
は大切である。ここが明確になれば、個々の子どもた
ちの顔を思い起こしながら、ねらいを達成させるため
に、どのように導いていくか授業の道程を方向付ける
ことができる。「子どもに問いかける言葉」「指示や説
明」「求める解」「まとめ方」「予想される子どもの反
応と対応策」まで、具体的に考え文章に表して確認す
る。指導案で言えば、本時の指導過程に当たる部分の
検討である。
【第₃段階】指導法研究
授業構想の仕上げとして、到達させるべき水準に
向かってどのように思考させ、いかなる活動をして課
題を解決させるかを検討する。仕上げとなるこの段階
では、素材として分析した教材と子どもの実態を踏ま
え、どのような学習形態を用いて授業を展開していく
のか、学びをどう可視化していくか、子どもの考えを
どう表現させるか、いつ何をどのように評価するのか
等、総合的な授業展開のプランを完成させる。
可能であれば模擬授業を実施し、これまで構想した
プラン成立の可否を検討する。
以上の段階を経て、完成した授業プランについて、
授業者である自分に問いかけてみる。「このプランの
中で検討していない点はないか、不十分な箇所はどこ
か」等の細部にわたる点検である。不足があれば再検
討してプランを修正する。「この教材、この授業プラ
ンで早く授業がしたい」と思えるかどうか、最後に自
分に問うてみる。授業者である自己と対話しながら授
業を構想するのである。「授業をしている自分」と「目
の前の子どもたちの顔や学びの様子」が明確にイメー
ジできることを確認した上で授業に臨むのである。
【②これまでの教材研究を振り返らせる】
次に、今回のねらいに導くために、各自のこれまで
の取組を振り返らせることにした。
「これまでどのように教材研究をしてきたか」とい
う課題を提示し、院生各自が教材研究に対してどのよ
うな認識を抱いているのか把握することにした。
専攻ごとに教材研究の方法を整理したところ、以下
のような結果になった。
【国語】
〇本文を解釈する。重点的に書かれていることにつ
いて、その根拠を考えながら読む。
〇メディアを扱う教材であれば、それに関する文
献、新聞、SNS について多面的に調べ、広く理
解する。
【算数・数学】
〇問題を解く。次に、目指す子どもの姿を具体化
して、本時の問題場面で扱う数値等を吟味する。
また、協働的な学びが成立するための学習展開
を考えながら指導過程を作成する。
〇①学習指導要領を読み、その単元で身に付けなけ
ればならない資質・能力を明らかにする。また、
単元構成について理解する。②複数の教科書に当
たり、その単元の扱われ方がどのようになってい
るか比較・検討する。③本時の問題が生徒にとっ
て如何に主体的に取り組める「問い」になってい
るかを吟味する。（問題のレベルが生徒の実態に
合っているのかを精査）
〇学習指導要領の読み込み→授業のねらいの設定
→指導過程と板書計画の作成→指導案への記述
【理科】
〇予備実験をする。その際、以下のことを検討する。
・学校に準備物等が揃っているか
・その実験が生徒の実態に合っているか
・望ましい結果、考察しやすい結果が得られるか
　以上の点を踏まえ、自分なりに工夫を加える。
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〇・分からない原理、説明しづらい部分を調べる。
・実験をさせるものと演示できるものを区別す
る。
・身近にあるもので代用できないか考え、試す。
・ワークシート等の形式を検討する。
〇①子どもの興味・関心や習熟を把握する。②自分
が子どもだったら、どんな教材があれば面白い
かを考察する。③他社の教科書と見比べながら
取材し、材料を集める。
【外国語】
〇題材設定の意図を理解する。次に、以下の観点で
教材文を分類し、生徒にとって分かりやすいも
の、興味・関心を惹くものとなるように整理する。
（単語）→発音記号・例文・形
（文法）→例文・使用場面
（内容）→題材（背景にある文化等の把握）・写真
の活用
【体育・保健体育】
〇①子どもに身に付けさせたい力と教科で扱う内
容を把握する。②教材（単元）を選択する。③子
どもの実態を把握する。④単元の構成を決める。
⑤一単位時間の指導のめあてを決め、学習内容
を組み立てる。
〇①扱う種目の歴史や成り立ちを調べ、先行実践に
あたる。②調べたことを基に、その種目固有の
面白さや学びを考えてねらいを設定する。③必
要に応じて、実験や調査をしながらねらいに迫
る手立てを考える。
【道徳】
〇①選定した資料を分析する。（本文への書き込み）
②本時で扱う価値について検討する。例えば、環
境について考える時間の場合は、複数の書籍に
当たって本時の資料と比較する。
　　
これらの記述から、言語系の科目においては、文章
内容の把握、語句の分析等を中心に教材を解釈するこ
とに重きを置いていることが分かる。理数系において
は、まず、問題を解く、実験するというように、課題
を解くことから始め、その上で課題の難易度を精査し
たり指導過程を組み立てたりしている。中でも、数学
専攻の複数の院生が学習指導要領の捉えを確認するこ
とを明記していることが特徴的である。このことは他
教科に比べて、数学が学習内容の系統性が明示されて
いることに関連していると推測される。技能教科や道
徳においても題材や資料を調べ、それらの特質を基に
授業計画を練り上げていることが読み取れた。
どの教科においても教材そのものを考えることに
取り組んでいることは把握できたが、各自がどの程度
追究しているかは曖昧である。本授業では、どの院生
も取り組んでいると述べた教材研究の第₁段階である
「素材をどう分析するか」に焦点を当てて、さらに考
えさえることにした。
選んだ教材は国語科の説明的な文章である。小学校
専攻の院生にとって各教科の基盤となる国語力を付け
させることが必須である。中学・高等学校を専攻する
院生にとっても、言葉について考えることは各自の論
理を身に付ける学習となるからである。　
【③説明的な文章を用いて教材を分析する】
～ 国語科「ビーバーの大工事」 ～
説明的な文章とは、筆者の主張について述べたもの
の総称である。読み手の興味を掻き立てるために、書
きぶりや文章構成に工夫が凝らされている。この学習
では、内容理解を進めながら、述べ方の工夫や論の展
開も捉えさせたい。そのためには、授業者の入念な教
材研究が必要である。
本授業では、小学₂年国語科「ビーバーの大工事」
（東京書籍）を取り上げ、各自が授業をすることを想
定して教材を分析させることにした。「ビーバーの大
工事」は息の長い教材でもある。ビーバーという特定
の動物の特徴に触れながら、順を追ってダムを作る様
子を述べている。ビーバーのダム作りを「大工事」と
表現する等、タイトルにも工夫が凝らされている。一
つの動物の生態についてじっくりと考えるという意味
でも、子どもに興味を持たせることができる教材であ
る。
本授業では、教材文の冒頭部分を読み、語句や表現、
気になる言葉等を可能な限り見つけ出す演習を行っ
た。　　　　　　　
受講生が考えやすいように以下のように考える手
順を示し、ワークシートを用いて分析させた。
①　「分からない言葉」「おさえたい言葉や表現」を
洗い出す。
②　取り上げた語句を自分なりに解釈して捉える。
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③　グループで分析結果を交流し、本場面の分析を
完成させる。　　　　
まず、①と②の活動を通して、各自が語句の分析と
解釈を行い、その後、グループで分析結果を交流する。
グループごとに作成した教材の分析結果を全体で共有
する。
①～③までの演習を踏まえ、筆者と院生達の意見交
流を通して押さえた語句や表現等は以下のとおりであ
る。なお、語句の捉えについては、授業で説明するこ
とを想定し、子どもにどう伝えるかという観点からま
とめている。
〈本時での分析結果〉
〔本時で分析した教材文〕
ビーバー①  の 大工事②
　　　　　　　　　　　　　　なかがわ　しろう　文
〈 木を切りたおすビーバー③ 〉
ここは、北アメリカ④。大きな森の中の川のほとり⑤
です。
ビーバーが、木のみき⑥をかじっています。
ガリガリ⑦、ガリガリ。
すごいはやさ⑧です。木の根元には、たちまち⑨木の
かわや木くずがとびちり⑩、みきの回りが五十センチメー
トルいじょうもある木が、ドシーンと地ひびきを立てて
たおれます。⑪
ちかよってみますと、上あごの歯を木のみきに当てて
ささえにし、下あごのするどい歯で、ぐいぐいとかじっ
ているのです。⑫するどくて大きい歯は、まるで、大工
さんのつかうのみのよう⑬です。
平成27年度版
「新編　新しい国語　二下」（東京書籍）
〔授業で考察した語句・表現〕
①ビーバー →　げっ歯目ビーバー科、ネズミの仲間
ではカピバラに次いで大きく、水中生活に適した体
の特徴を持っている。水かき、しっぽ等がそれに当
たる。自分の生活のために周囲の環境を作り変える
動物でもある。
②大工事 →　まず、「工事」について捉えさせ、それ
に「大」が付くことで、ビーバーが如何に大がかり
な作業をしているかを理解させる。
「工事」…土や木・石などを使って、道路、家、橋
等を作ること。
「大工事」…ビーバーが作った最大のダムの長さは
850メートルもある。850メートルの長さについて具
体例を用いて子どもたちに実感させる。
③木を切りたおすビーバー →　平成27年度版東京書
籍の教科書では、下線③に示すような見出しが付い
ている。本時ではそれを見せずに教材文を提示し
た。内容を読み取った上で見出しを考えさせる活動
を取り入れることで、要約にも結び付けたいと考え
たからである。教材文提示の工夫という点から、実
際の授業展開でこのような手法を取り入れること
も可能である。院生にこの場面の見出しを考えさせ
たところ、以下のような考えが出された。
　a 大工事の始まり
　b ビーバーが木を切りたおす
　c ビーバーのくらし
　d ビーバーの体
いずれの答えも本文の内容を読み取った根拠が示
されている。a は題名と関連付けている。この場面は
ビーバーがダムを作り始めた様子の描写であることか
ら導いている。c と d は、何について力点を置いて書
かれているか、自分の読みを基に表現している。b は、
内容的には正解である。以前にこの教材を分析した経
験のある院生からの解答であった。
④北アメリカ → 地図を用いて場所を把握させる。
ビーバーは「アメリカビーバー」と「ヨーロッパビー
バー」に分けられることも理解させ、本教材で扱っ
ているビーバーの生息地を捉えさせる。　
⑤大きな森の中の川のほとり →　この一文は下線④
とのつながりで捉えさせると、映像として情景がイ
メージしやすい。まず、「北アメリカ。」と言い切り、
世界地図を真上から見たようにこの場面を巨視的
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に捉えさせる。次に「大きな森」と述べて場所を絞
り、最後に「川のほとり」と焦点化している。順を
追って場所をクローズアップしていき、読者をビー
バーの住みかに誘う筆者の工夫を読み取ることが
できる。　
⑥みき →　木の中心となる部分。写真や挿絵等を用
いて子どもにイメージをつかませたい。
⑦ガリガリ →　「カリカリ」と比較して考えさせる。
　この表現から、ビーバーがどんな木をかじっている
のか考えさせたい。
⑧すごいはやさ →　実際にビーバーは、直径15セン
チメートル位の木は10分程度で切り倒すことがで
きる。木の直径をイメージさせながらこのことを理
解させる。
⑨たちまち →　すぐに。別の言葉に言い換えさせな
がら意味を捉えさせる。
⑩とびちる →　「飛ぶ」と「散る」という二つの言葉
を組み合わせて形成されている。このように、言葉
には組み合わせによって作られているものがある
ことも理解させたい。
⑪Ａみきの回りが五十センチメートルいじょうもある
木が、Ｂドシーンと地ひびきを立ててたおれます。
→　この文章は₂年生の子どもにとって意味が捉
えにくいのではないかという意見が出た。そこで、
この文章を二つに分け、主語に当たる下線 A の部
分をまず理解させ、述語に当たる下線 B の部分を
次に理解させるというアイディアが生まれた。ま
た、分かち書きの本文を生かし、「みきのね」「回り
がね」…　というように、語尾に「ね」を入れながら、
意味を理解させていくことも考えられる。
⑫ちかよってみますと、上あごの歯を木のみきに当て
てささえにし、下あごのするどい歯で、ぐいぐいと
かじっているのです。
　→　「ここが本時で中心的に考えさせたい部分であ
る。」という提案があるグループからなされた。こ
の文章の意味を問うことによって、ビーバーがどの
ように歯を使って木を切り倒しているのかを捉え
させる。本文の理解を助けるものとして、ビーバー
が木をかじる様子を描いた絵等を示すことも有効
である。院生のワークシートには、「ビーバーの口
の動きを体験的に理解させる」、「歯の使い方を動作
化する」等の記述も見られた。
⑬まるで、大工さんのつかうのみのよう
　→　「まるで、～のよう」という比喩表現を理解さ
せる。これは、ある物を類似した例等で表現するこ
とにより、読み手のイメージを膨らませながらその
部分を強調するときに使う表現である。しかし、こ
こで使われている「のみ」は子どもにとっては分か
りにくいと考え、「のみ」の写真等を提示して理解
させる。また、この比喩表現は、今後文章を書くと
きに用いることができることも伝えていく。他の例
文を示すこと等も理解を促す手立てになる。
【④考察】
本授業では、「分からない言葉」「押さえたい言葉や
表現」を分析することを中心的な課題としたが、⑪⑫
に記述したように、子どもにどう問えばいいか、どの
ように意味をつかませればいいのかという話題が自然
に出され、結果として授業展開を考える学習に移行し
ていった。教材研究の第₁段階である素材を分析する
ことが、第₂段階以降の教材研究、指導法研究につな
がっていくとことが明らかになった。
授業後の振り返りでは、以下のような気付きが見ら
れた。（一部抜粋）
【受講者 A】
 「ビーバーの大工事」を学ぶことによって 、間接的
に「教材を学ぶこと」を知ることができた。たった一
ページの中にあれだけの情報が必要だったので、教科
は違えど数学でも専門的に学問を見つめなければなら
ないと感じた。①数学では系統性が強く、小学校の段
階までしっかり広げて教材研究しなければならない。
②
【受講者 B】
国語では一言一句気になる所やおさえたい所を確
認しやすいと感じたが、自分の教科ではこんなに細か
く検討できていないと思った。また、自分では分かっ
ているつもりで流していても、子どもの目線でつまず
くポイントを見落としてしまっていることに気付かさ
れた。③
【受講者 C】
みんなの意見を聴くこと、自ら思っていることを話
す・書くことでどんどん思考が深まっていくことを実
感した。④
「ビーバーの大工事」では実際に文章に関する具体
的な資料を持ってきてくださったので、どのように授
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業づくりをしていけばいいのか具体的な切り口を知る
ことができた。⑤
今、課題だと思うのは、ねらいを達成した具体的な
児童の姿、つまずきを明確にイメージできないことだ。
この授業では模擬授業も行えるのでその点に関して深
めていきたい。⑥
【受講者 D】
自分にとっては当たり前のことでも、子どもにとっ
ては疑問になることも多いのだと改めて感じた。⑦多
様な疑問に答えるためにも、予想される子どもの反応
でより具体的な子どもの姿をイメージする必要がある
と感じた。⑧
「ビーバーの大工事」であえて見出しを隠すという
やり方で子どもに考えさせる手法はおもしろいと感じ
た。⑨
【受講者 E】
「ビーバーの大工事」に関しては、昨年教育実習で
ちょうど取り上げた単元だったため、教科書の文の隠
し方や意味の捉え方等、大変興味深い話が聞けた。⑩
本時では、まず、各自がこれまで行ってきた教材研
究を振り返らせ、その後、共通の教材を分析する学習
に取り組ませた。段階を追って二つの演習を行ったこ
とが、各自の教材研究を省察する機会となった。
下線①から、「ビーバーの大工事」を分析すること
で教材を学ぶことがどのようなことなのかを受講者
Aは理解している。Aは中学校数学を専攻しているが、
下線②にあるように、今後は小学校段階の教材も確認
して、数学の系統性を踏まえながら分析することの必
要性を言及している。また、下線③では本時の分析と
自分のこれまでの取組を比較し、詳細に教材を検討す
ることが子どものつまずきへの対応になると述べてい
る。受講者 D は下線⑦で、授業者にとっては当たり
前の内容が子どもにとっては理解できないこともある
ことに気付き、下線⑧のように、「予想される子ども
の反応」を具体的に持つことに重点を置いた指導計画
が必要であると述べている。
また、本時の学びが教材研究だけでなく、授業の指
導過程を作るという視点からも有効であったことが、
受講者 C の下線⑤、受講者 D の下線⑨から読み取る
ことができる。
さらに、受講者 C が記述した下線④からは、各自
の捉えをグループで話し合うことで、思考の深まりを
実感したことや下線⑥のように、授業づくりにおける
自分の課題を明確にしている姿も確認することができ
る。
一つの教材を分析することが、「これまでの教材分
析をどう改善していくか」「子どものつまずきをどう
予想するか」「指導過程をどのように組み立てるか」
等、授業づくりの要点を多面的に捉えることへと結び
付いていった。
（2）道徳の授業づくりを考える
［道徳の授業づくり（1）～教材開発／教科化に向けて～］
［道徳の授業づくり（2）～ 資料分析 ～］
◆ 　本授業の意図
子どもたち一人一人の在り方について考える道徳
の時間。子どもの心を耕すという意味でも、物事の捉
え方、人との関わり方について考えることを大切にし
たい。
教科指導と並行して、第₇回から₂回にわたって道
徳の授業について考える時間を設定した。ここでは、
単に授業運びを学ぶだけでなく、子どもの姿に根ざし
た道徳教育の在り方についてまず考えさせる。それを
受け、₂時間目には、実際に資料を選定して分析する
演習に取り組ませる。各教科の授業をつくるときと同
様に道徳においても、まず、教材を分析する力を付け
させたいと考えた。
◆ 　授業の実際
【①実践を語る ～総合単元的道徳学習の全体構想 ～】
道徳シリーズの切り口として選んだのは、筆者が以
前勤務していた名取市立増田小学校第₂学年で取り組
んだ「総合単元的道徳学習」の実践である。実際に取
り組む過程で子どもたちとどのように関わったのか、
何に迷い、どのような結論に至ったのか等、実践者と
しての生の声を届け、院生と共に子どもにとって有益
な学びをつくることを大切にしたいと考えたからであ
る。
総合単元的道徳学習とは、道徳の時間を核にしなが
ら、数ヶ月のスパンで目指す姿に子どもたちを導いて
いく学習である。各教科や総合的な学習の時間、特別
活動や常時活動と道徳を関連させながら、計画的に子
どもたちを目指す姿に導いていく。カリキュラムマネ
ジメントの考え方に基づく取組と言い換えることもで
ストレートマスターの力量形成を目指す授業の在り方
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【提示】〈総合単元的道徳学習とは？〉
きる。次のようなスライドを用意して、理念を捉えさ
せた。
【提示】〈総合単元の全体構想〉
【提示】〈総合単元表「生きているってすばらしいな！」〉次に実際の取組を語った。まずは計画作りである。
道徳性の源は自他の生命を大切にする心であると考
え、総合単元「生きているってすばらしいな！」の全
体計画を作成した。また、本総合単元は「出合う」「か
かわる」「未来を見つめる」の₃段階から構成されて
いることも伝えた。以下に示す総合単元表をどのよう
に構成するかが、実践を成功に導く鍵になる。
小学校₂年生の子どもたちに「生きること」を考え
させることは容易ではない。しかし、この機会に自分
の日常生活を振り返らせ、どのようなことにやりがい
や喜びを感じているかを捉えさせたいと考えた。それ
らが具体的に捉えられれば、₂年生の段階として、生
命を尊重することにつながると結論付けたからであ
る。子どもたちが「生きること」や「命」についてどこ
まで思考できるのか、この実践を通して検証したいと 【提示】〈｢出合う」段階の取組〉
いう思いも湧き上がってきた。
道徳の授業に関連付けて取り組んだのは、「生活科」
を中心に「図画工作科」と「学級活動」である。人材活
用として、保護者をゲストティーチャーとして招聘す
ることも計画し、10月～12月までの₃ヶ月間で目指す
姿に向かって取り組むことにした。
【②実践を語る ～ 「出合う段階」 ～ 】
まず、生活科「明日へジャンプ」に取り組み、生ま
れた頃の自分についてインタビューする活動を行っ
た。自分の名前に込められた願いを聞いたり、生まれ
た頃の写真を見たりして、自分の誕生が周囲の人々に
とってかけがえのない喜びであったことを理解させ
る。
次に、「今の自分」と「生まれた頃の自分」を描く活
動に取り組んだ。今の自分を描く学習では、二人一組
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【提示】〈二人の自分を掲示した様子〉
になって互いの輪郭を写し取ることから始めた。子ど
もたちは図工室いっぱいに寝転び、実物大の自分を描
くことに真剣に取り組んでいた。完成した二人の自分
を教室に掲示したところ、「赤ちゃんランドだ！」と
大きな歓声があがった。この活動を通して、自分の成
長について実感を伴って捉えさせることができた。
【③実践を語る ～ 「かかわる段階」 ～ 】
「出合う段階」の取組を踏まえ、本単元の中心とな
る道徳の授業に取り組んだ。この授業は平成14年度に
開催された道徳教育全国大会の公開授業でもあった。
命の大切さを考えさせるため、これまでの生活科の学
習が生きる資料「たんじょう日」（東京書籍）を選定し
た。本資料は、主人公「なつこ」の誕生日に、母親が
生まれた時の話をしてくれる場面が描かれている。自
分をこれまで育ててくれた母の愛情や苦労を知り，な
つこは「命というすばらしいプレゼント」をもらった
ことに気付く。
授業の導入では、生活科の学習を想起させ、自分の
名前に込められた願いを確認する。資料は紙芝居形式
で提示し、筋の流れをつかみやすくした。中心発問で
は、生まれたときのエピソードと母の気持ちを知った
なつこの思いを書く活動を取り入れた。互いの考えを
交流し合いながら母の思い、それを受け止めたなつこ
の気持ちについて考えさせていった。
その後、「今、自分が楽しく取り組んでいることは
何か」を語らせた。子どもたちが互いに指名し合う形
で交流させたところ、思い思いに話す様子が見られた。
自分自身の楽しみだけでなく、人の役に立った経験を
喜びとして話す子どももいた。
終末では、ゲストティーチャーとしてお招きした保
【提示】〈道徳の授業（導入）の様子〉
護者の方に、これまでの成長についての喜びやこれか
らの願いを語っていただいた。
本授業を通して、自分の誕生と存在を肯定的に受け
止めさせ、前向きな気持ちで生活していこうとする意
識付けをすることができた。
【④実践を語る ～ 「未来をみつめる段階」 ～ 】
総合単元の仕上げとなるこの段階では、もう一度、
生活科の学習に戻って今の自分を見つめる活動を行っ
た。「友達とあいさつしたときにすっきりする」「朝ご
はんがおいしかった」等、毎日の何気ない出来事を思
い起こし、自分の生活の中に小さな喜びがあることを
自覚させていった。「心のノート」を活用した「元気カー
ド交換会」も朝の活動に取り入れた。
また、再度、道徳の授業に取り組んだ。資料「ぼく」
（東京書籍）を用いて自分自身の生き方について具体
的に考えさせながら、目指す姿に迫っていった。「た
んじょう日」では「生命の大切さ」に気付かせ、今回
の授業では「生命を大切にするために自分ができるこ
と」をより具体的に考えさせる。総合単元の₂つの段
階に道徳を位置付けることで、価値について深く思考
する子どもの姿を見取ることができた。
生活科のまとめとして、自分の成長を記録した「わ
たし物語」を完成させた。12月の授業参観では、子ど
もたちの取材に協力していただいた御礼も兼ねて「わ
たし物語」の発表会を行った。
これら一連の学習を通して、日々の小さな営みの中
に生きている証や喜びがあることを自覚させ、目の前
のことに誠実に取り組んでいくことが生命尊重そのも
のであることを理解させていった。この他にも、公開
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【提示】〈道徳における「資料分析」〉
授業に向けて、週一回実践授業に取り組んだことや道
徳を核にした学級作りについても語って聞かせた。
【⑤これからの道徳の授業】
筆者の実践を踏まえ、授業の後半ではこれから求め
られる道徳の授業について理解させた。
道徳においても、主体的・対話的で深い学びを実現
していく必要がある。自分との関わりの中で考える、
多様な感じ方・考え方に出会わせ、交流させることで、
多面的に物事を捉えたり、自己の在り方について再考
したりすることができるような授業展開を構築してい
かなければならない。答えが一つではない課題につい
て、子ども一人一人が自分自身の問題として捉え、向
き合うことのできる「考え、議論する道徳」の実現が
求められるのである。「読み物教材における自我関与
を中心とする学習」「問題解決的な学習」「体験的な学
習」等の指導方法が例示されているが、これらに留ま
ることなく、目の前の子どもたちと共に新たな授業展
開を模索していく必要がある。
【⑥資料分析の意味】
筆者の実践や道徳の授業づくりの理念を捉えさせ
た上で、教材を読む力を付けることをねらいとして資
料分析を行った。資料分析のねらい等については、以
下のスライドを基に確認させた。
【⑦演習：資料分析に挑戦しよう】
演習では実際に分析する資料を自分で選ぶことか
ら始めさせたいと考え、次に示す₄つの資料の中から
各自の校種や興味に基づいて資料を選定させた。自分
が授業をするという前提に立って取り組むことで，学
びの深まりを促すことをねらった。
（1）心と心のあく手     
（出典　わたしたちの道徳　小学校₃・₄年　文部科学省 ）
〔ねらい〕相手のことを思いやり、進んで親切にしよう
とする態度を養う。
（2）卓球は四人まで
（出典　小学校道徳　読み物資料集　文部科学省 ）
〔ねらい〕友達のことを互いによく理解し、友達を大切に
しようとする心情を育てる。
（3）背番号10　　    
（出典　中学校道徳　読み物資料集　文部科学省 ）
〔ねらい〕多くの人々の善意や支えに気付き、それに感謝
し、こたえようとする心情を育てる。
（4）鎌田三之助～沼地を豊かな土地に～  
（出典　みやぎの先人集 未来への架け橋 宮城県教育委員
会）
〔ねらい〕自分の夢や目標に向かって、粘り強く強く努力
しようとする心情を育てる。
資料分析の形式とねらいは例示の形で示したが、特
にねらいについては資料を読み込んでいく過程で、変
更してもよいことにした。
【⑧考察】
₂回シリーズで取り組んだ道徳の授業づくりにおい
て、以下のような資料分析の工夫と気付きが見られた。
（一部抜粋）
【受講者Ｆ】
道徳を中心に各教科、特活の単元を考えるという発
想が私にはなかったので、とてもおもしろいと感じま
した。①様々な実践例をたくさん知りたいと思ったの
で、自分でも調べてみます。道徳は保護者や地域の人
を巻き込んで行うことができるため、校外の人の考え
にも触れることができることを実感しました。
【受講者Ｇ】
「総合単元的道徳学習」には、何より先生の魂が宿っ
ている。全力で子どもと向き合い、全力で語りかける
からこそ子どもたちは真剣に考えるのだと思う。②
【受講者Ｈ】
今、実際に道徳の授業づくりをしていて、また、今
日のような授業を聞いていて、楽しいと思っている
自分がいることに最近気付きました。③先日の講演会
で「道徳の授業を楽しんでいますか。」と講師の先生が
おっしゃっていましたが、私が現場に出て、「道徳の
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〈独自に登場人物の思いを分析〉
〈指導過程をメモしながら資料を分析する〉
〈資料分析と併せて板書計画を作成〉
時間にみんなと一緒に考えることが好きなんだよ、楽
しいんだよ。」と何となくでも子どもたちに伝えられ
れば、きっと子どもたちも同じように思ってくれると
感じています。私は正直、授業をするのが好きではあ
りませんでした。今は、早く授業がしたいなという思
いでいっぱいです。④
【受講者Ｉ】
道徳の授業をする上で「自分事として考えさせる」
というのは、キーワードになると思った。「他人の話
だ。」と子どもが思ってしまっては、子どもは本気に
ならず、議論したとしても深い学びは得られないだろ
う。自分事にすることで本音が出て、多様な考えが生
まれ、深い学びにつながるのではないかと思った。⑤
下線①の記述から受講者Ｆは、道徳を他教科や総
合的な学習の時間と関連付けて取り組むことや学校以
外の方々の人材を活用することの有効性に気付いてい
る。このことはカリキュラムマネジメントの理念を具
体的に理解していると言い換えることもできる。下線
②③④の記述から受講者Ｇ、Ｈは授業者としての思い
や熱意を受け取り、今後、何を大切に実践していけば
よいのかを考えていることが分かる。
下線⑤からは、道徳の授業で扱う内容を自分事に
していくことの重要性を理解していることが読み取れ
る。この記述をした受講者Ｉは、子どもの学びの深め
方について研究している。本時の内容を子どもの視点
から捉えていることは、自分の研究と関連付けて解釈
していると分析することもできる。
授業後半の演習で取り組んだ資料分析では、以下に
示すように、筆者が示した基本枠以外にも工夫して資
料を解読しようとする姿が見られた。登場人物の変容
について独自にメモしたり、板書計画や指導過程も同
時に作成しながら資料を分析したりする様子が見られ
た。資料分析の一部を以下に示す。
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【提示】〈児童のワークシート（小学₁年）〉
（3）総合的な学習の時間で大切にしたいこと
［総合的な学習の時間の授業づくり 
～ 大切にしたいこと ～］
◆　本授業の意図
総合的な学習の時間は、筆者が学校現場に勤務し
ていたときに創設された学習である。この学習には各
学校の創意工夫に基づきながら目指す姿に子どもたち
を導いていくという醍醐味がある。子どもと一緒につ
くる教科書のない学びは、教師も共に考え、課題解決
に向かって追究し表現する姿に喜びを見出すことので
きる時間でもある。「先生も子どもたちと一緒に楽し
みながら取り組んで総合を作り上げていってほしい。」
当時、先輩から言われたこの一言に衝撃を受けたこと
を記憶している。「子どもと一緒に楽しみながらつく
る学習」という言葉には、新鮮な響きがあった。同時に、
まだ見ぬ今後の実践に胸が躍ったのである。
手探りであったが、新たな気持ちで取り組んだ筆者
の実践から、総合的な学習の時間で大切にしてきたこ
とをまず院生に伝えたい。それを踏まえ、演習では身
近な地域の資源を見つめる活動に取り組ませることに
した。将来、教壇に立ち、質のよい教育活動を展開す
るためには地域との関わりが欠かせない。特に、総合
的な学習の時間においては地域素材を糸口にして課題
意識を持たせていくことが有効である。また、総合的
な学習の時間の前段でもある生活科の要点や実際の取
組にも触れさせながら、実践的に学ばせることを目的
として本授業を展開した。
◆　授業の実際
【①生活科における子どもの成長】
小学校低学年の子どもたちの成長には目を見張る
ものがある。年間を通して、心も体も大きく成長する
姿は生活科の取組の中でも顕著に現れる。
まず、生活科の学びを通して見られる子どもの成長
について、目標と関連付けながら理解させることにし
た。自立し生活を豊かにすることを目的とする生活科
においては、「無自覚から自覚へ」「個別から関連へ」
「対象から自分自身へ」というように、気付きの質の
高まりを促しながら深い学びに導いていく。このこと
を捉えさせるために、実際に子どもが記したワーク
シートを用いて理解させた。
提示したスライドは、ある子どもが秋を見付けに
行った際にまとめた11月のワークシートである。観察
している自分が描かれており、春の様子と比較して気
付いたことも記述されている。
この子どもの４月当初のワークシートには自分の
姿は見られないが、約半年の学びを経た後、カードに
自分自身が描かれるようになった。このことは、一連
の学習を通して、対象を観察する自分自身、季節の変
化に気付く自分自身を認識することができるまでに成
長したことを示している。
また、生活科においては、「体験」と「表現」を相互
に関わらせていくことも大切である。上述した秋探し
を例にすれば、一度目の観察で見付けた秋を教室に
帰ってまとめたことにより、新たな疑問や気付きが見
出され、「もう一度見に行って確かめてみよう。」とい
うように、新たな体験につながっていくことが望まし
い。「体験」と「表現」を繰り返しながら気付きの質が
高まっていくように学習を展開する必要がある。この
ように、「体験」と「体験」をつなぐ「表現」の役割も
大切であることを述べ、生活科を実践する際の要点を
理解させた。
【②実践を語る：
～総合的な学習の時間「課題設定」に至るまで～】
次に、総合的な学習の時間で大切にしたいことにつ
いて語った。「授業磨く」（田村2017、p018）において、
総合的な学習の時間における学びのプロセスは、「①
課題の設定　②情報の収集　③整理・分析　④まとめ・
表現」の₄つに分類されると述べている。中でも学習
の導入となる「①課題の設定」までをどのように導く
かは、その後の活動を左右する鍵になると考える。筆
者が実践した際にも、単元の導入段階で如何に子ども
たちの興味や関心を高めて課題意識を持たせていくか
が第一段階の要であると感じていた。
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【提示】〈課題設定までの段階～どのように授業を構想するか～〉
今回は、筆者が初めて挑戦した総合的な学習の時間
を取り上げ、課題設定までの道のりがどのようなもの
であったかを理解させることにした。以下に示すスラ
イドにあるように、課題設定までの段階として次の₄
観点から授業を構想していくことが重要であることを
示しながら実践を語っていった。
【提示】〈田んぼで発見したことをまとめる様子〉
※以下、「総合的な学習の時間」を一部「総合」と記述。　
〔美しい下増田～田んぼの四季とわたしたち～〕
〔何に出会わせるか・どのように出会わせるか〕
本実践は、筆者が名取市立下増田小学校で第₃学年
を担任していたときに、初めて取り組んだ総合的な学
習の時間の実践である。当時、下増田小学校の周辺は
一面が田んぼに覆われていた。初めて総合を指導する
筆者、初めて総合を学ぶ子どもたちにとって、まず、
身近な地域のよさを知ることが学びを成立させること
につながるものと考えた。米作りがどのように行われ
ているか、田んぼの周辺にどのような自然がありどの
ように変化しているのか、そこに問題はないのか等、
田んぼには子どもたちが課題を見付けるための素材が
ある。テーマを「美しい下増田～田んぼの四季とわた
したち～」として、単元をスタートさせた。
子どもたちは身近にある田んぼの様子をじっくり
①何に出会わせるか
②どのように出会わせるか
③課題意識をどう持たせるか
④課題の選択・精選
観察したことがあるだろうかという思いに至った筆者
は、「田んぼ探検隊」を組織して、観察に出かけるこ
とにした。自由に活動させながら、田んぼにいる生物、
周辺に生息している植物、空、空気、音、ゴミ等を観
察させた。その上で、自分が見付けた物の中から興味
のある物を書き留めさせた。学校の近くには仙台空港
があり、教室から飛行機の離発着を見ることもできる。
飛行機の音から課題を見付ける子どもがいるかもしれ
ないという思いもあり、田んぼ周辺の音も録音して持
ち帰った。また、気になる物や気に入った物は何でも
持ち帰ってよいことにした。米作りの方法を学ぶこと
と並行して、発見した課題を個人ごとに設定して追究
させたいと考えたからである。
活動の当日、張り切って田んぼに出かけた子どもた
ち。水の張った田んぼに入ってどろんこになりながら
生き物を探したり、シロツメクサを編み始めたりと思
い思いに遊び、考え、気付きをメモする様子が見られ
た。「田んぼ探検隊」と名付けたことが功を奏し、子
どもたちはたくさんの発見をし、収穫物を携えて帰校
した。
〔課題意識をどう持たせるか〕
課題を絞り込むために、「田んぼ探検隊」が持ち帰っ
てきた物を種類ごとに整理して掲示することにした。
教室と隣接する生活科室も使って展示し、可視化する。
それを基にみんなで絵地図も作ることにし、見付けた
物を絵カードにかいて貼りながらまとめる活動を取り
入れた。子どもたちが発見した虫や植物に関する本や
図鑑等を近くに並べておき、興味のあるものは調べる
ことができる環境も整えた。
このように体験したことをまとめる活動を通して、
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【提示】〈探検後の気付きを表現する様子〉
自分の中で興味が呼び起こされるものは何かを思考し
絞り込んでいく子どもの様子が見られた。
〔課題の選択・精選〕
これらの活動を通して、子どもたちは自分が調べた
いこと、疑問に思ったことを焦点化していった。担任
である筆者は、各自が選んだ課題について個別に話し
合いながら確認していった。総合的な学習の時間とし
て追究する課題となり得るかについて勘案し、子ども
の興味と合致させながら課題を決めていくのである。
子ども一人一人との対話を充実させながら最終的に課
題を設定することが、その後の活動に大きく影響する
ことを初心者である筆者も感じ取っていた。
さらに、本時では「地域の再生とどう関わるか」と
いう観点から閖上小学校在任時の取組も紹介し、地域
素材を取り入れた総合的な学習の時間の在り方につい
て、院生に理解させた。
【③演習：地域素材について考えよう
～ウエビィングマップを使って地域の特徴を書き出そう ～】
地域素材を生かした単元を構成する上で大切なこ
とは、指導者がその地域の特徴をどこまで把握できて
いるかという点である。この捉えが不十分であると、
子どもの学びも深まらない。学校全体で計画的組織的
に総合的な学習の時間の単元作りを構築していくこと
が不可欠になってくる。
院生には現段階からこれらのことに気付かせ、学校
現場で実のある総合を実践してほしいという思いがあ
る。そこで、授業後半の演習では、ウエビィングマッ
プを用いて地域の特徴を書き出す演習に取り組ませ、
身近な地域を見つめることでどんな気付きが生まれる
か実感させたいと考えた。
宮城県出身者の多い本学教職大学院の院生である
が、地域を限定せずに興味のある場所を選んで考えさ
せることにした。地域の特徴をどこまで掘り下げられ
るかという期待も込めて取り組ませた。この演習を通
して、創造力と構成力、そしてそれを言葉で表現する
力をどの程度院生が持ち合わせているか捉えたいとも
考えた。
今回の演習で示した選択肢は以下の通りである。
〔ウエビィングマップ作りで示した選択肢〕
①仙台を知ろう
②ふるさとを知ろう（地元）
③宮城県を知ろう
④オリジナルで考えよう
【④考察】
本時では、各自がこれまで在籍した学校でどんな総
合の学習をしてきたかを問うことから始めた。院生達
は、記憶を辿りながら口々に総合の思い出を語ってく
れた。また、実際に指導すると仮定した場合、学びの
プロセスのどの段階に困難を感じるかについても考え
させた。「課題の設定」を選ぶ院生が多いと予想して
いたが、実際には意見が分かれ、どの段階にも難しさ
を感じていることが明らかになった。
学ぶ立場と教える立場の双方から総合を考えさせ
た上で演習に取り組ませたところ、小中学校で取り組
んだ経験を本時のウェビングマップ作りに取り入れて
いる院生もいた。
院生が作成したウエビィングマップと主な気付き
は以下のとおりである。
【受講者Ｊ】
歴史・土地・観光・名物の₄つから考えたが、こ
の₄つの要素をそれぞれ整理していくと必ずどこかで
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【受講者Ｋ】
【受講者Ｌ】
【受講者Ｍ】
関連しているということを実感した。その土地が持っ
ている個性は、人によって創られたものと自然によっ
て創られたものとの融合であり、それらのバランスに
よって形作られているのではないかと考えた。①総合
的な学習の時間で地域素材を扱う際は、その土地を構
成する要素同士の関連について考えさせても面白いと
思った。②
私が授業を作るとすれば、必ず「人との関わり」を
大切にさせたいです。ただし、子どもたちにどんなこ
とを考えてほしいかが明確でなければ、総合はすごく
難しいと思います。③教師が如何に自由の中に制限を
かけるかが重要になるかと思いました。
仙台以外の出身の人に「仙台って何があるの？」
「仙台のおすすめは？」と尋ねられると「何もない。」
と答えがちですが、仙台にも魅力があると気が付きま
した。また、その中にも「光のページェントや仙台七
夕花火大会での財源不足」等課題もあるため、そのよ
うな点にも目を向けて考えていくことは大切であり、
面白いのではないかと感じました。④
一番に感じたのは素材の多さということである。⑤
お世辞にも都会とはいえない三沢市は、都会と田舎
の「いいとこ取り」をしたといえるような場所であり、
多くの教材がある。その中でも特に感じたのは、その
都会と田舎のバランスが近年崩れ始めているので、ど
ちらがいいにせよ、生徒は考えなければならないと感
じた。⑥
₄つの課題の中では、「①仙台」を選択した院生が
最も多く、「②地元」「④オリジナル」が次に続いた。
受講者Ｊ～Ｍの記述から、今回のウエビングマッ
プ作成が単なる地域の特徴や素材を探すことに留まら
ず、総合の授業をどのように作っていくべきかという
分析に発展していることが分かる。
仙台について分析した受講者Ｊは、下線①にあるよ
うに、「歴史」「土地」「観光」「名物」の₄観点からウ
エビングマップを作成している。実際に学校の授業で
子どもたちに考えさせてもよい内容である。また、こ
れら₄つの観点に分類したことにより、仙台の特徴と
して、そこに住む人々によって創られたものと自然が
もたらしたものが融合されていると結論付けている。
下線②にあるように、₄つの要素を個々に考えさせる
だけでなく、互いの関連性についても追究させること
で学びの深まりが期待できることにも気付くことがで
きている。
受講者Ｋも仙台のウエビィングマップを作成して
いる。よりよい学級作りの研究を進めている院生であ
る。「人との関わり」について考えさせたいという記
述から、総合的な学習の時間においても人間関係作り
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を大切にしようとする思いが読み取れる。何をねらう
かを明確にすることが学びを成立させる要件であるこ
とを強調していることから、さらに総合的な学習の時
間の目標設定も含めた単元計画作りに取り組ませるこ
とで、本時の学習が生きてくると思われる。
受講者Ｌは仙台を地元とする院生である。これまで
仙台の魅力をあまり感じることはなかったが、本時の
学習を通して、仙台七夕や光のページェント等、季節
の行事に目を向け、そこに見える課題から切り込んで
いくことで単元が構想できることを発見している。下
線④の記述にあるように、これまでの伝統をどのよう
に改革していくかという方向から、地域の行事を見直
す学びも有効であることに気付くことができている。
受講者Ｍは、生まれ育った青森県三沢市の特徴につ
いて掘り下げている。下線⑤の記述から、本時で分析
した結果、自身の地元には総合に結び付く素材が多い
ことに気付き、一定の収穫を得ている。下線⑥にある
ように、地域の有り様が変化している現状に触れ、生
徒に課題意識を持たせることの重要性について述べて
いる。
₄　考察を踏まえた今後の展望　
全15回の取組を終えた後、ストレートマスターが一
連の学修から何に気付きどのような思いに至ったかを
まとめさせた。以下に示す受講者Ｎ～Ｑの記述から、
個々の院生が自分の専門教科に置き換えて教材分析や
授業づくりを省察する姿を見取ることができる。特に、
下線で示した部分は、本稿で取り上げた教材分析、道
徳、総合的な学習の時間の学びについて記述している
ことがうかがえる。授業作りにおける自己の課題にど
のように切り込みを入れていくのか、その糸口を与え
ることができたと考える。
（一部抜粋）
【受講者Ｎ】
私の中で一番に残っているのは教材開発の講義の
ときに行った「ビーバーの大工事」の分析であった。
今まで他教科の教材分析をすることがなかった私に
とって、とても大きな刺激になった。「これくらい考
えればいいだろう。」と考えていたが、小学校組や国
語科の学生と交流すると、自分がいかに浅く教材を見
ていたかが分かった。
【受講者Ｏ】
児童の日常と学びをつなぐ働きかけを行うことで、
児童が教材や課題の持つ方向性や面白さを理解するこ
とにつながると本授業で学ぶことができた。
【受講者Ｐ】
普段から当たり前のように授業づくりをしている
が、基本的なポイントを見直してみると基本的なポイ
ントに重要なことが多くあり，それらのことを忘れず
に授業づくりをしていきたい。
【受講者Ｑ】
本授業では国語や道徳について自身でも教材分析
や授業の手立てを考えることをしましたし、その他の
教科についても、その教科を専門としている人の考え
に触れることで自身の考えの幅が広がりました。
　
ストレートマスターの総合的な力量形成を目指し
て、本授業に取り組んできた。教科指導、道徳、総合
的な学習の時間のいずれにおいても、まず、筆者の実
践を語り、授業者としての思いや取組のエピソード、
そして子どもがどのように考え、学んでいったのかと
いう生の声を伝えることから授業を始めた。それを受
け、授業づくりの基本となる教材研究や資料分析、地
域教材を考える演習を取り入れ、院生同士の交流を交
えて各自の考えを深めさせていった。各回の終末には
本時の学びを振り返らせることを大切にした。個々の
院生がどのような気付きをしたかをまとめ、次時の冒
頭で紹介することも欠かさず行った。また、院生が作
成した成果物は必ずプリントして渡し、各自の考えを
共有することを徹底した。受講したストレートマス
ター全員で学び合うことを目指しての取組である。
本稿で記述した教科指導における教材研究は、教職
を目指す誰もが取り組んでいるものであるが、これま
での取組を互いに比較、検討させることによって、各
自の取組度合いを認識させ、教材の見方の幅を広げさ
せたいと考えた。
また、道徳の授業においても、資料を分析すること
に重きを置き、総合的な学習の時間でも地域を見つめ
る演習に取り組ませた。これらの学びは、すべての教
科の授業づくりに通じるものと考える。
これまでの取組を振り返り、以下の₃点を成果とし
て述べる。
○　教材研究、資料分析、ウエビィングマップ作成等
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一つの演習に丁寧に取り組ませることが、「板書を
どう作るか」「どのように発問するか」等の授業プ
ラン作成に発展していくことが明らかになった。
○　各回の取組は、院生各自の研究を省察する機会と
なった。また、教師になるために、今後自分が何を
すべきか、自己の課題について院生一人一人に再
度、自覚させることができた。
○　教科指導の内容だけでなく、道徳や総合的な学習
の時間に関する内容を扱ったことで、どの校種の院
生も同じ土俵に立って考え、話し合うことで、授業
づくりの要点を確認することができた。
今回論述した、教科指導における教材研究、道徳、
総合的な学習の時間の実践を用いて新たに授業を展開
する場合、以下のような構想も可能である。
○　各自の専門教科の教材を分析させ、授業プランの
作成までを演習として取り組ませる。その結果を模
擬授業に反映させることで、教材研究の成果を検証
する。
○　道徳の資料を一つに絞り、互いの分析結果を議論
する。分析結果から新たな授業プランを作成し、全
体で共有する。
○　総合的な学習の時間の演習において、事例校を決
め、実態に即した単元計画を作成する。また、各教
科との関連を明らかにしたカリキュラムマネジメ
ントについての考察も加える。
₅　おわりに
本稿は筆者が本学教職大学院に赴任して初めて主
担当として取り組んだ実践に基づく一考察である。校
種も専攻も異なるストレートマスターの総合的な力量
を如何に高めていくか、試行錯誤の連続であった。
また、院生にとって魅力ある教職大学院の授業とは
どうあるべきかを考え続けた時間でもあった。
「授業とは躍動的に思考する場があるべきである」
というのは、筆者の持論である。具体の教材、具体の
実践を基に考え語り合わなければ、真の授業力の向上
には結び付かないと考える。また、院生一人一人の学
びを継続的に見取る目を持ち、学びの足跡を形に表し
ながら自己の取組を検証していくことも授業者には求
められている。
本稿で記述した今後の展望を基に、目の前の院生に
合う授業プランを作成し、今後も実践と考察を継続す
る。そして、筆者自身の授業力向上にも努めていく。
「教える立場にある者も学び続けなければ錆びる」
と先達から言われた言葉の意味を改めて噛みしめ、未
来あるストレートマスターの力量が確かに形成される
教職大学院の授業の在り方を今後も追究していきた
い。
付記
本稿で述べた総合単元的道徳学習の実践「生きてい
るってすばらしいな！」は、「豊かな自分づくりを支
える道徳の授業　₂年」（2006）押谷由夫編　教育出
版に掲載されたものである。
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